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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原文書から、２枚のプレーンを抽出するプレーン画像抽出手段と、
　画素ごとに前記２枚のプレーンのうちの何れかを選択するための情報を２階調の値とし
て持ち、前記原文書上の所定のオブジェクトを前記２階調のうちの一の階調の塗潰し画像
として含む参照イメージを作成する参照イメージ作成手段と、
　前記２枚のプレーンおよび前記参照イメージを符号化する符号化手段と
　を備えた文書変換装置であって、
　前記プレーン画像抽出手段は、前記参照イメージ上の塗潰し画像の画素により選択され
るプレーンの解像度を前記原文書の解像度よりも低い解像度であって予め定められた解像
度とするために複数個の画素からなる領域（以下タイルという）を抽出し、
　前記プレーン上の画素に対応する前記原画像上の前記タイルにおける塗潰し画像の画素
値のばらつきを判断し、該ばらつきが小さいときには、前記領域における塗潰し画像の画
素値の平均値に応じて、前記プレーン画像上の前記タイルの画素値を決定し、
　前記ばらつきが大きいときには、前記タイルのサイズをより小さくし、前記サイズを小
さくした領域における前記塗潰し画像の画素値のばらつきを判断し、
　該ばらつきが小さいときには、該塗潰し画像の画素値の平均値に応じて、前記プレーン
画像上のタイルの画素値を決定することを特徴とする文書変換装置。
【請求項２】
　前記プレーン画像抽出手段は、前記原文書上のオブジェクトを、前記２枚のプレーンに
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分けて抽出し、または前記２枚のプレーンおよび前記参照イメージ上に分けて抽出するこ
とを特徴とする請求項１に記載の文書変換装置。
【請求項３】
　前記符号化手段は、前記２枚のプレーンまたはさらに前記参照イメージを、前記原文書
上のオブジェクトの種類に応じた方法により符号化することを特徴とする請求項１に記載
の文書変換装置。
【請求項４】
　前記符号化手段は、前記２枚のプレーンの少なくとも１つを、他のプレーンの符号化方
法とは異なる符号化方法により符号化することを特徴とする請求項１に記載の文書変換装
置。
【請求項５】
　前記符号化手段により符号化された前記参照イメージおよび前記２枚のプレーンをデー
タセットに統合する統合手段を備えたことを特徴とする請求項１に記載の文書変換装置。
【請求項６】
　画像加工または画像補正を行う加工手段を備えたことを特徴とする請求項１に記載の文
書変換装置。
【請求項７】
　原文書から、２枚のプレーンを抽出するプレーン画像抽出ステップと、
　画素ごとに前記２枚のプレーンのうちの何れかを選択するための情報を２階調の値とし
て持ち、前記原文書上の所定のオブジェクトを前記２階調のうちの一の階調の塗潰し画像
として含む参照イメージを作成する参照イメージ作成ステップと、
　前記２枚のプレーンおよび前記参照イメージを符号化する符号化ステップと
　を備えた文書変換方法であって、
　前記プレーン画像抽出ステップは、前記参照イメージ上の塗潰し画像の画素により選択
されるプレーンの解像度を前記原文書の解像度よりも低い解像度であって予め定められた
解像度とするために複数個の画素からなる領域（以下タイルという）を抽出し、
　前記プレーン上の画素に対応する前記原画像上の前記タイルにおける塗潰し画像の画素
値のばらつきを判断し、該ばらつきが小さいときには、前記領域における塗潰し画像の画
素値の平均値に応じて、前記プレーン画像上の前記タイルの画素値を決定し、
　前記ばらつきが大きいときには、前記タイルのサイズをより小さくし、前記サイズを小
さくした領域における前記塗潰し画像の画素値のばらつきを判断し、
　該ばらつきが小さいときには、該塗潰し画像の画素値の平均値に応じて、前記プレーン
画像上のタイルの画素値を決定することを特徴とする文書変換方法。
【請求項８】
　前記プレーン画像抽出ステップは、前記原文書上のオブジェクトを、前記２枚のプレー
ンに分けて抽出し、または前記２枚のプレーンおよび前記参照イメージ上に分けて抽出す
ることを特徴とする請求項７に記載の文書変換方法。
【請求項９】
　前記符号化ステップは、前記２枚のプレーンまたはさらに前記参照イメージを、前記原
文書上のオブジェクトの種類に応じた方法により符号化することを特徴とする請求項７に
記載の文書変換方法。
【請求項１０】
　前記符号化ステップは、前記２枚のプレーンの少なくとも１つを、他のプレーンの符号
化方法とは異なる符号化方法により符号化することを特徴とする請求項７に記載の文書変
換方法。
【請求項１１】
　前記符号化ステップにより符号化された前記参照イメージおよび前記２枚のプレーンを
データセットに統合する統合ステップを備えたことを特徴とする請求項７に記載の文書変
換方法。
【請求項１２】
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　画像加工または画像補正を行う加工ステップを備えたことを特徴とする請求項７に記載
の文書変換方法。
【請求項１３】
　コンピュータを、請求項１に記載の各手段として機能させるための文書変換プログラム
。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の文書変換プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒
体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のプレーンにオブジェクトの種類に応じた画像を形成し、参照イメージ
に与えられた階調値により何れかのプレーンを選択することで高い圧縮率を実現すること
技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、入力画像をエッジ部と非エッジ部とに分離し、それぞれ異なる符号化方式で符号
化し、符号化後の出力を分離結果に応じて切り替える技術が知られている（特開２００３
－１３４３４４）。この画像処理技術では、エッジ部と非エッジ部との２つの切替のみを
行っており、３つ以上には対応していない。
【０００３】
　また、入力多値画像から２値画像を生成し、２値画像データを解析して文字部を抽出し
、多値画像の中の抽出した文字部に対応する画素を、周辺画素の画素値で置換する（特開
２００３－０４６７４６）。
【０００４】
　黒画素データに対応する多値画像データを平均色データで置換も、文字領域を消去して
空のフォームを作っているだけで、元画像の再現を行っているわけではない。
【特許文献１】特開２００３－１３４３４４
【特許文献２】特開２００３－０４６７４６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１，２の技術では、基本的に、画面分割は文字と背景の二種に分割さ
れるに過ぎず、たとえば、原画像のうちの３種類以上のオブジェクトについて符号化等を
行うことができない。
【０００７】
本発明の目的は、複数種類のオブジェクトを含みまたはさらに背景を含む画像を、それぞ
れ複数のプレーンに分割することで高い圧縮率を実現することができる文書変換装置、文
書変換方法、文書変換プログラムおよび当該プログラムが格納された記録媒体を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、原文書から、２枚のプレーンを抽出するプレーン画像抽出手段と、画素ごと
に上記２枚のプレーンのうちの何れかを選択するための情報を２階調の値として持ち、上
記原文書上の所定のオブジェクトを上記２階調のうちの一の階調の塗潰し画像として含む
参照イメージを作成する参照イメージ作成手段と、上記２枚のプレーンおよび上記参照イ
メージを符号化する符号化手段とを備えた文書変換装置であって、上記プレーン画像抽出
手段は、上記参照イメージ上の塗潰し画像の画素により選択されるプレーンの解像度を上
記原文書の解像度よりも低い解像度であって予め定められた解像度とするために複数個の
画素からなる領域（以下タイルという）を抽出し、上記プレーン上の画素に対応する上記
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原画像上の上記タイルにおける塗潰し画像の画素値のばらつきを判断し、該ばらつきが小
さいときには、上記領域における塗潰し画像の画素値の平均値に応じて、上記プレーン画
像上の上記タイルの画素値を決定し、上記ばらつきが大きいときには、上記タイルのサイ
ズをより小さくし、上記サイズを小さくした領域における上記塗潰し画像の画素値のばら
つきを判断し、該ばらつきが小さいときには、該塗潰し画像の画素値の平均値に応じて、
上記プレーン画像上のタイルの画素値を決定するものである。
【００１０】
　上記プレーン画像抽出手段は、上記原文書上のオブジェクトを、上記２枚のプレーンに
分けて抽出し、または上記２枚のプレーンおよび上記参照イメージ上に分けて抽出すると
よい。
【００１１】
　上記符号化手段は、上記２枚のプレーンまたはさらに上記参照イメージを、上記原文書
上のオブジェクトの種類に応じた方法により符号化するとよい。
【００１２】
　上記符号化手段は、上記２枚のプレーンの少なくとも１つを、他のプレーンの符号化方
法とは異なる符号化方法により符号化するとよい。
【００１３】
　上記符号化手段により符号化された上記参照イメージおよび上記２枚のプレーンをデー
タセットに統合する統合手段を備えるとよい。
【００１４】
　また、上記文書変換装置は、画像加工または画像補正を行う加工手段を備えるとよい。
【００１５】
　また、原文書から、２枚のプレーンを抽出するプレーン画像抽出ステップと、画素ごと
に上記２枚のプレーンのうちの何れかを選択するための情報を２階調の値として持ち、上
記原文書上の所定のオブジェクトを上記２階調のうちの一の階調の塗潰し画像として含む
参照イメージを作成する参照イメージ作成ステップと、上記２枚のプレーンおよび上記参
照イメージを符号化する符号化ステップとを備えた文書変換方法であって、上記プレーン
画像抽出ステップは、上記参照イメージ上の塗潰し画像の画素により選択されるプレーン
の解像度を上記原文書の解像度よりも低い解像度であって予め定められた解像度とするた
めに複数個の画素からなる領域（以下タイルという）を抽出し、上記プレーン上の画素に
対応する上記原画像上の上記タイルにおける塗潰し画像の画素値のばらつきを判断し、該
ばらつきが小さいときには、上記領域における塗潰し画像の画素値の平均値に応じて、上
記プレーン画像上の上記タイルの画素値を決定し、上記ばらつきが大きいときには、上記
タイルのサイズをより小さくし、上記サイズを小さくした領域における上記塗潰し画像の
画素値のばらつきを判断し、該ばらつきが小さいときには、該塗潰し画像の画素値の平均
値に応じて、上記プレーン画像上のタイルの画素値を決定するものである。
【００１６】
　上記プレーン画像抽出ステップは、上記原文書上のオブジェクトを、上記２枚のプレー
ンに分けて抽出し、または上記２枚のプレーンおよび上記参照イメージ上に分けて抽出す
るとよい。
【００１７】
　上記符号化ステップは、上記２枚のプレーンまたはさらに上記参照イメージを、上記原
文書上のオブジェクトの種類に応じた方法により符号化するとよい。
【００１８】
　上記符号化ステップは、上記２枚のプレーンの少なくとも１つを、他のプレーンの符号
化方法とは異なる符号化方法により符号化するとよい。
【００１９】
　上記符号化ステップにより符号化された上記参照イメージおよび上記２枚のプレーンを
データセットに統合する統合ステップを備えるとよい。
【００２０】
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　また、上記文書変換方法は、画像加工または画像補正を行う加工ステップを備えるとよ
い。
【００２１】
　また、コンピュータを、上記各手段として機能させるための文書変換プログラムも提供
する。
【００２２】
　また、上記文書変換プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も提供
する。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明によれば、カラー画像にかかる文書を、画質を大幅に低下させずに、そのファイ
ルサイズを小さくすることができる。また、再現された文書において、文字、罫線、単色
で構成される図形などの視認性を保つことができ、さらにグラデュエーションを持つ画像
にも適用できる。また、文書画像を複数のプレーンと参照イメージとに分けるので、必要
なオブジェクトだけ表示させたり、送信することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
〔第１実施形態〕
　図１（Ａ），（Ｂ）は第１実施形態の文書データ構造を示す説明図である。
【００３８】
　図１（Ｂ）に示すように、文書データＤＤは、図１（Ａ）に示す原文書１００から抽出
したｎ枚（本実施形態ではｎ＝２）のプレーンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）と、参照イメ
ージＲＥＦとが統合されて構成されている。
【００３９】
　原文書１００は、図１（Ａ）に示すように、８ビットのカラー画像１０１と、黒の塗り
潰し文字およびグレイの塗り潰し文字１０２とからなる。
【００４０】
　本実施形態では、原文書１００に表示された画像は、図１（Ｂ）に示すように、当該画
像に記載されたオブジェクトに応じて、プレーンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）に分けて抽
出されている。参照イメージＲＥＦは、画素ごとにプレーンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）
のうちの１つを選択するための情報をｍ階調（本実施形態ではｍ＝２）の値Ａ１，Ａ２と
して持っている。たとえば、Ａ１：「０」、Ａ２：「１」とすることができる。本実施形
態では、参照イメージＲＥＦは、原文書１００上の文字オブジェクトをｍ階調のうちの１
階調の塗潰し画像を含んでいる。この塗潰し画像は、本実施形態では、文字である。
【００４１】
　本実施形態では、プレーンＰＬＮ（１）はたとえば８ビットのカラー画像であり写真等
の圧縮に適した方法により符号化されている。
【００４２】
　プレーンＰＬＮ（２）は、単純な形状の塗潰し画像の圧縮に適した方法により符号化さ
れており、参照イメージＲＥＦの塗潰し画像（文字）に対応する画素の値が、原文書上に
おけるオブジェクト（文字）の画素値により決定されている。
【００４３】
　参照イメージＲＥＦは、文字（イメージ画像またはテキストコードにより表された画像
）であり文字の圧縮に適した方法により符号化されている。
【００４４】
　プレーンＰＬＮ（１）はカラー画像であるので、ＪＰＥＧ，ＪＰＥＧ２０００などの圧
縮方式の適用が好適である。また、プレーンＰＬＮ（２）も、ＪＰＥＧ，ＪＰＥＧ２００
０などの圧縮方式を適用できる。参照イメージＲＥＦは、文字画像であるのでＭＭＲ圧縮
とすることが好ましい。
【００４５】
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　本実施形態では、図１（Ａ），（Ｂ）に示されるように、参照イメージＲＥＦの解像度
は原文書１００の解像度と同じであり、プレーンＰＬＮ（２）の解像度は、参照イメージ
ＲＥＦの解像度よりも低く設定されている。
【００４６】
　プレーンＰＬＮ（２）の低解像を低くする場合には、単純に間引きや平均値で低解像度
化した画像の画素値を決めると都合が悪いことがある。たとえば、プレーンＰＬＮ（２）
は文字の色を再現するための画像であるので、文字以外の画素値がプレーンＰＬＮ（２）
に混入することは好ましくないからである。すなわち、文字以外の部分は黒などの単色で
適当に値を決めた画素値であるので、この画素値を低解像度化されたプレーンＰＬＮ（２
）の画像に反映するのは適当でない。
【００４７】
　図２（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）は、プレーンＰＬＮ（２）の低解像度化処理の説明図であ
る。図２（Ａ）はプレーンＰＬＮ（２）上の画素の値を示し、図２（Ｂ）は（Ａ）の参照
イメージＲＥＦの画素値から、プレーンＰＬＮ（２）上の画素の値を決定するための平均
値算出用画像ＧＡを示し、図２（Ｃ）はプレーンＰＬＮ（２）上の画素値を示している。
平均値算出用画像ＧＡは、原文書１００の、文字オブジェクトの画素値のみを抽出したも
のであり、プレーンＰＬＮ（２）上の画素の値は、平均値算出用画像ＧＡの３×３画素の
タイルに含まれる文字オブジェクトの画素値の平均として与えられる。
【００４８】
　図２（Ｂ）では、参照イメージＲＥＦの白画素については、プレーンＰＬＮ（１）の画
素値が選択され、黒画素については、プレーンＰＬＮ（２）上の画素の値（文字オブジェ
クトの画素値平均値：図では濃いグレイ）が選択される。
【００４９】
　図３は、第１実施形態の文書変換装置を示すブロック図であり、この文書変換装置によ
り図１（Ｂ）に示す構造の文書データＤＤを作成することができる。
【００５０】
　図３において、文書変換装置１１は、プレーン画像抽出手段１１１と、参照イメージ作
成手段１１２と、加工手段１１３と、符号化手段１１４と、統合手段１１５とを備えてい
る。
【００５１】
　プレーン画像抽出手段１１１は、原文書１００から、符号化方法に応じた２枚のプレー
ンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）を抽出することができる。
【００５２】
　本実施形態では、プレーンＰＬＮ（１）はカラー画像である。また、ＰＬＮ（２）では
、オブジェクトの原文書１００上での色がカラーである場合に、ＰＬＮ（２）上のオブジ
ェクトを平均値したカラーとしている。また、参照イメージＲＥＦは、白黒画像である。
【００５３】
　本実施形態では、プレーンＰＬＮ（１）にはカラー写真等が抽出され、プレーンＰＬＮ
（２）には文字が抽出されるが、これらの抽出に際してのオブジェクトの峻別（文字の抽
出、背景の抽出）の技術は周知であるので説明はしない。
【００５４】
　参照イメージ作成手段１１２は、参照イメージＲＥＦを作成することができる。
【００５５】
　加工手段１１３は、画像加工または画像補正（解像度変換，フィルタリング処理，明度
補正，色調補正，ノイズ除去）を行うことができる。通常この処理により、符号化に際し
て、圧縮率が高くなる。
【００５６】
　たとえば、プレーンＰＬＮ（２）は、復元文書１００′上で、文字の色だけがわかれば
よい。したがって、プレーンＰＬＮ（２）上の解像度が低く設定されている。また、参照
イメージＲＥＦ上のオブジェクトは、文字であるので、プレーンＰＬＮ（２）の解像度を
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低下させても視認性はさほど低下しない。なお、参照画像ＲＥＦについて、文字認識処理
を行えば、テキストコードが得られる。これを、最終的に生成される一連のデータセット
に関連付けて（通常、テキストデータをデータセットに含めて）おけば、復元文書１００
において、テキストコードによる検索を行うことができる。
【００５７】
　また、補間処理等により、解像度を高くする画像処理を行ってもよい。ファイルサイズ
は大きくなるが写真部などが重要な場合は画質の向上となる。参照イメージＲＥＦは、本
実施形態では、ドットピッチの変更は行わないが、この変更を行うようにもできる。
【００５８】
　参照イメージＲＥＦについては、微小な黒画素の連結成分を消去するなどの方法でノイ
ズ除去を行うことができ、これにより符号化に際しての圧縮率が高くなる。
【００５９】
　なお、文書がどのよう使われるかに応じて、各プレーンの加工処理を適宜決定できる。
たとえば、写真が重要だと考えた場合にはプレーンＰＬＮ（１）の解像度を低くしないよ
うにすればよいし、逆に、写真はあまり重要でない場合には、プレーンＰＬＮ（１）の解
像度を低くし、プレーンＰＬＮ（２）の解像度を高めにすればよい。これらは、画質と最
終的な情報のサイズとのトレードオフであるので、用途に応じて決定する。
【００６０】
　符号化手段１１４は、プレーンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）および参照イメージＲＥＦ
を、原文書１００上のオブジェクトの種類に応じた方法（当該オブジェクトの圧縮に好適
な方法であり、各プレーンで異なる）により符号化することができる。
【００６１】
　統合手段１１５は、符号化手段１１３により符号化された参照イメージＲＥＦおよびｎ
枚のプレーンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）をデータセットに統合することができる。なお
、統合に際して、各プレーンが、どのような属性を持つかの情報（たとえば、写真等のビ
ットマップ画像、文字、背景等の情報）を、データセットに含めておくことで、たとえば
、後述する文書復元に際して、操作者にとって不要なプレーンをプレーン除外手段２１３
を用いて除外することができる。これにより、画像表現の際、ある特定のプレーンだけを
見ることもできる。この場合は不要な情報は不可視となるので、文書が見やすくなる。ま
た、データ通信に際しては、適宜不要と思われるプレーンをデータセットから除外するこ
とで、送受信するデータ量を少なくする（これにより、送受信時間を短くする）ことがで
きる。
【００６２】
　図４は、第１実施形態の文書変換方法を示す説明図である。この文書変換方法は、図３
の文書変換装置１１を用いて実施することができる。
【００６３】
　図４において、まず原文書１００から、符号化方法に応じた２枚のプレーンＰＬＮ（１
），ＰＬＮ（２）を抽出する（プレーン抽出ステップ：Ｓ１０１）。このプレーン抽出ス
テップＳ１０１においては、原文書１００上のオブジェクトを、２枚のプレーンＰＬＮ（
１），ＰＬＮ（２）に分けて抽出する。
【００６４】
　つぎに、各画素に２階調の値Ａ１，Ａ２が付与され、２階調の値に応じて２枚のプレー
ンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）うちの何れかを特定するための参照イメージＲＥＦを作成
する（参照イメージ作成ステップ：Ｓ１０２）。、
　さらに、２枚のプレーンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）について、画像加工または画像補
正（解像度変換，フィルタリング処理，明度補正，色調補正，ノイズ除去）を行う（加工
ステップ：Ｓ１０３）。プレーンＰＬＮ（２）については、上述した解像度変換が行われ
る。
【００６５】
　この後、２枚のプレーンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）および参照イメージＲＥＦを符号
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化する（符号化ステップ：Ｓ１０４）。符号化ステップＳ１０４では。２枚のプレーンＰ
ＬＮ（１），ＰＬＮ（２）および参照イメージＲＥＦは、原文書１００上のオブジェクト
（本実施形態では文字）の種類に応じた方法により符号化する。本実施形態では、２枚の
プレーンは、それぞれ異なる符号化方法で符号化している。
【００６６】
　そして、符号化ステップＳ１０４において符号化された参照イメージＲＥＦおよび２枚
のプレーンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）をデータセットに統合する。
【００６７】
　なお、プレーンＰＬＮ（１）の、原文書１００上の文字に対応する画素は、周囲の代表
的な色で置き換えることができる。また、プレーンＰＬＮ（２）の参照されない領域の画
素値を、所定の画素値（たとえば、白、黒等）に置き換えることもできる。
【００６８】
　これにより、符号化に際して圧縮効率を向上させることができる。
【００６９】
　図５は、第１実施形態の文書復元装置を示す説明図である。
【００７０】
　図５において、文書復元装置２１は、文書分解・復号化手段２１１と、階調値取得手段
２１２と、プレーン除外手段２１３と、プレーン特定手段２１４と、文書復元手段２１５
とを備えている。本実施形態において文書復元装置２１は、文書データＤＤを取得し、当
該文書データから原文書１００を復元することができる。
【００７１】
　文書分解・復号化手段２１１は、文書データＤＤに復号化処理を施し、２枚のプレーン
プレーンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）と参照イメージＲＥＦを生成することができる。
【００７２】
　階調値取得手段２１２は、参照イメージＲＥＦの画素を走査し、走査された画素に付与
されている２階調の値Ａ１，Ａ２の何れかを取得することができる。
【００７３】
　プレーン除外手段２１３は、２枚のプレーンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）のうち１枚ま
たは２枚のプレーンを処理対象から外すことができる。プレーン除外手段２１３により除
外されたプレーンは、プレーン特定手段２１４による特定の対象には含めないことで、必
要なオブジェクトだけを再現画像１００′上に表示することができる。
【００７４】
　プレーン特定手段２１４は、２階調の値Ａ１，Ａ２の値に対応するプレーンＰＬＮ（１
），ＰＬＮ（２）を特定することができる。
【００７５】
　文書復元手段２１５は、参照イメージＲＥＦの画素の位置に与えられている、画素に対
応するプレーン特定手段２１４により特定されたプレーン上の値を抽出し、文書の復元を
行い、復元文書１００′を得ることができる。
【００７６】
　プレーンＰＬＮ（２）上でカラーが定義されている場合において、参照イメージＲＥＦ
の画素の階調値がＡ２であるときには、復元文書１００′にはプレーンＰＬＮ（２）上で
定義された色が反映される。
【００７７】
　図６は、第１実施形態の文書復元方法を示す説明図である。この文書復元方法は、図５
の文書復元装置２１を用いて実施することができる。
【００７８】
　図６において、まず文書データＤＤを、２枚のプレーンＰＬＮ（１），ＰＬＮ（２）お
よび参照イメージＲＥＦに分解し、これらに復号化処理を施す（文書分解・復号化ステッ
プ：Ｓ２０１）。
【００７９】



(9) JP 4311663 B2 2009.8.12

10

20

30

40

50

　参照イメージＲＥＦの画素を走査し、各画素に付与された２階調の値Ａ１，Ａ２を取得
する（階調値取得ステップ：Ｓ２０２）。
【００８０】
　所定対象となるプレーンを除外する（プレーン除外ステップ：Ｓ２０３）。
【００８１】
　２階調の値Ａ１，Ａ２に対応するプレーンを特定する（プレーン特定ステップ：Ｓ２０
４）。
【００８２】
　プレーン特定ステップＳ２０４において特定されたプレーン上の画素の位置に与えられ
ている画素値を抽出し、復元文書１００′を生成する（文書復元ステップ：Ｓ２０５）。
〔第２実施形態〕
　図７（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）は、プレーンＰＬＮ（２）の低解像度化処理に変更を加え
た実施形態の説明図である。図７（Ａ）はプレーンＰＬＮ（２）上の画素の値を示し、図
７（Ｂ）は（Ａ）の参照イメージＲＥＦの画素値から、プレーンＰＬＮ（２）上の画素の
値を決定するための平均値算出用画像ＧＡを示し、図７（Ｃ）はプレーンＰＬＮ（２）上
の画素値を示している。
【００８３】
　平均値算出用画像ＧＡは、原文書１００の、文字オブジェクトの画素値のみを抽出した
ものであり、プレーンＰＬＮ（２）上の画素の値は、平均値算出用画像ＧＡの８×８画素
のタイルＴに含まれる文字オブジェクトの画素値の平均として与えられる。
【００８４】
　図７（Ｂ）では、参照イメージＲＥＦの白画素については、プレーンＰＬＮ（１）の画
素値が選択され、黒画素については、プレーンＰＬＮ（２）上の画素の値（文字オブジェ
クトの画素値平均値：図では濃いグレイ）が選択される。
【００８５】
　平均値算出用画像ＧＡ上の８×８画素のタイルＴ内の、文字に相当する画素のばらつき
が小さいときにはプレーンＰＬＮ（２）上の対応する画素の値は同一色に丸められる。ま
た、タイルＴ内の画素値のばらつきが大きいときには、より小さいサイズのタイル（たと
えば、２×２画素のタイル）におけるばらつきを判断し、当該ばらつきが小さいときには
当プレーンＰＬＮ（２）上の対応する画素の値は同一色に丸めることができる。
【００８６】
　図８に上記したプレーンＰＬＮ（２）を低解像度化する処理を示すフローチャートであ
る。
【００８７】
　まず、平均値算出用画像ＧＡ上で８×８画素に相当するタイルＴを選択する（Ｓ３０１
）。次に、タイルＴ内の文字位置に相当する画素を抽出し（Ｓ３０２）、該当する画素が
あるか否かを判断する（Ｓ３０３）。
【００８８】
　ステップＳ３０３において、タイルＴ内の文字位置に相当する画素がないときは、プレ
ーンＰＬＮ(２)の画素に所定の画素値を付与し（Ｓ３０４）、プレーンＰＬＮ（２）の全
画素ついて画素値付与を終えたか否かを判断する（Ｓ３１０）。
【００８９】
　ステップＳ３０３において、タイルＴ内の文字位置に相当する画素があるときは、当該
各画素値の平均および分散を計算し（Ｓ３０５）、分散が所定値よりも大きいか否かを判
断する（Ｓ３０６）。分散が所定値よりも大きいときは、平均値算出用画像ＧＡ上の８×
８画素のタイルＴを２×２画素のタイルに再分割し（Ｓ３０７）、再分割したタイル内の
文字に相当する画素の画素値の平均値をプレーンＰＬＮ（２）の画素に付与し（Ｓ３０８
）、プレーンＰＬＮ（２）の全画素ついて画素値付与を終えたか否かを判断する（Ｓ３１
０）。
【００９０】
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　ステップＳ３０６において、分散が所定値よりも大きいときは、８×８画素のタイルＴ
内の文字相当画素の画素値の平均値をＰＬＮ（２）の画素に付与し、プレーンＰＬＮ（２
）の全画素ついて画素値付与を終えたか否かを判断する（Ｓ３１０）。
【００９１】
　Ｓ３１０において、プレーンＰＬＮ（２）の全画素ついて画素値付与を終えたときは低
解像度化処理を終了する。
【００９２】
　本実施形態では、原文書１００の色のばらつきを判断して、ばらついている場合はもっ
と細かい単位で着色を行えば、色が混ざることもない。また、本実施形態では、着色単位
を選択的に変化させているので、画質を落とすことなく、圧縮効率を高める効果が期待で
きる。
【００９３】
　なお、色のばらつきを求める方法としては、分散によるもののほかに、無彩色を持つ画
素と有彩色を持つ画素の比率を用いてもよい。この場合は、有彩色と無彩色のどちらか一
方が支配的に多い場合以外に、色のばらつきが大きいと判断する。無彩色の判断は、ある
画素の色が（Ｒ，Ｇ，Ｂ）である場合に、あらかじめ定めておいた閾値ｔｈとの間に
｜Ｒ－Ｇ｜＜ｔｈ　かつ　｜Ｇ－Ｂ｜＜ｔｈかつ｜Ｂ－Ｒ｜＜ｔｈ
の関係が成り立つ場合に無彩色と判断する方法などが考えられる。
【００９４】
　このような、無彩色と有彩色の比率を用いる方法では、有彩色同士が混合している場合
は色が混合してしまうが、分散計算に必要な乗算が不要であるので計算のためのコストが
小さくて済むという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００９５】
【図１】第１実施形態の文書データ構造を示す説明図であり、（Ａ）は原文書を示す図、
（Ｂ）は各プレーンと参照イメージとが統合された文書データを示す図である。
【図２】プレーンＰＬＮ（２）の低解像度化処理の説明図であり、（Ａ）はプレーンＰＬ
Ｎ（２）上の画素の値を示し、（Ｂ）は（Ａ）の参照イメージＲＥＦの画素値から、プレ
ーンＰＬＮ（２）上の画素の値を決定するための平均値算出用画像ＧＡを示し、（Ｃ）は
プレーンＰＬＮ（２）上の画素値を示す図である。
【図３】第１実施形態の文書変換装置を示すブロック図である。
【図４】第１実施形態の文書変換方法を示す説明図である。
【図５】第１実施形態の文書復元装置を示す説明図である。
【図６】第１実施形態の文書復元方法を示す説明図である。
【図７】図２のプレーンＰＬＮ（２）の低解像度化処理に変更を加えた処理の説明図であ
り、（Ａ）はプレーンＰＬＮ（２）上の画素の値を示し、（Ｂ）は（Ａ）の参照イメージ
ＲＥＦの画素値から、プレーンＰＬＮ（２）上の画素の値を決定するための平均値算出用
画像ＧＡを示し、（Ｃ）はプレーンＰＬＮ（２）上の画素値を示す図である。
【図８】プレーンＰＬＮ（２）を低解像度化する処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００９６】
　１１　文書変換装置
　２１　文書復元装置
　１００　原文書　
　１００′　復元文書
　１０１　カラー画像
　１０２　文字
　１０３　背景
　１１１　プレーン画像抽出手段
　１１２　参照画像作成手段
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　１１３　補正手段
　１１４　符号化手段
　１１５　統合手段
　２１１　文書分解・復号化手段
　２１２　階調値取得手段
　２１３　プレーン除外手段
　２１４　プレーン特定手段
　２１５　文書復元手段
　ＤＤ　文書データ
　Ａ　階調値
　ＰＬＮ（ｘ）（ｘは、正の整数）　プレーン
　ＲＥＦ　参照イメージ
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